
 

 

今日はふるさと食材伊万里の日です。 

１２月のふるさと食材は「みかん」です。 

今が旬のくだもの「みかん」について勉強しましょう。 

 

 

 

  



 

 

ここでみかんについてのクイズを2問出します。 

まず第1問 

みかんを漢字で書くとA・B・Cどれでしょうか。 

 

 

  



 

 

答えは A のみかん。 

室町時代に中国から日本に甘い柑橘類が伝わった際、それまで日本にあった柑

橘類よりも甘かったため、「蜜」のように甘い「柑」の木、という意味で「蜜

柑」という字があてられました。 

もともとは「みつかん」と呼ばれていましたが、時代とともに最初の音が短く

なり「みかん」と呼ばれるようになりました。 

ちなみに「柑」という字は「甘い実のなる木」を表すといわれています。 

 

 

  



 

 

第2問 

蜜柑の生産量が一番多い県はどこでしょう。 

 

 

 

  



 

 

蜜柑の生産量が一番多いのは C 和歌山県です。 

2022年の調べでは、全生産量の1/5にあたる152,500トンを生産しています。 

ちなみに温室で栽培するハウスみかんの第一位は佐賀県です。 

秋から冬に食べられる路地物のみかんと違って、ハウスみかんは夏場に収穫さ

れます。 

 

 

 

  



 

 

みかんは、夏の初めの五月ごろ白い花を咲かせます。 

みかんを含む柑橘系の花はとても香りがよく、フレグランスの原料ともなりネ

ロリと呼ばれます。 

みかんの花を見ることがあれば、その香りも嗅いでみてください。 

とてもいい香りですよ。 

 

 

 

  



 

 

 

一つのみかんを大きく、おいしく実らせるためには20枚ほどの葉っぱが必要に

なるそうです。 

そのためみかん一つ当たりの葉の数が多くなるように、実を摘んで数を調整さ

れるそうです。 

 

 

 

  



 

 

みかんは冷たい風にあたると葉っぱがおちてしまい実がつかないので、 

暖かい地方の和歌山県、愛媛県、静岡県、佐賀県がおもな産地です。 

私たちが住む伊万里市でも栽培がされています。 

今日のみかんも伊万里でとれたものを納品してもらいました。 

感謝してたべましょう。 

 

 

 

  



 

 

本日のみかんのお話はいかがでしたか？ 

今日のきゅうしょくもおいしくいただきましょう。 

 

 

 


